
 　総合特別区域評価・調査検討会における評価結果の概要（平成27年度）

２．分野等別状況 （２）地域活性化総合特区 ⑥まちづくり等分野（4/6）

※「正」とは正評価、「準」とは準評価を意味する。

評価
区分
（※）

総合
評価

(ⅠとⅡとⅢ

を１：１：２の
割合で計
算)

総合評価に係る専門家所見（主なもの）

Ⅰ

目標に向けた取組
の進捗

Ⅱ

支援措置の活用と
地域独自の取組の
状況

Ⅲ

取組全体に
わたる事業
の進捗と政
策課題の解
決

健幸長寿社会を創造する
スマートウエルネスシティ
総合特区
（見附市等）

正 3.5 3.7

進捗度

・総合評価指
標としての「健
幸度」の開発

104％

・地域住民の
生活習慣病リ
スクと転倒リ
スク

77％

・介護認定率
の増加率の抑
制 120％

・中心市街地
商店街の一日
あたりの平均
歩行者通行量
の増加

53％
等

3.8

規制の特例等

・ライジングボ
ラード（自動昇
降式車止）に
よる車両通行
制限の実施

等

財政支援等

・歩いて暮ら
せるまちへの
再構成

等

地域独自の
取組

・健康運動事
業への財政措
置

等

3.3 ・健幸クラウドシステムにより大規模なデータを
政策立案及び評価に活用していること、特区自
治体を中心に全国の多くの自治体が連携して
事業に取り組んでいることは評価できる。一方、
広域連携であることから、目標達成の難しさがう
かがわれるため、参画している各自治体の状況
も個別に着目する必要がある。

・健診受診率の向上等、市民の意識や行動の
変化を目指す事業が計画通りに進捗していない
ところに、ポピュレーション・アプローチの弱さが
現れている。インセンティブ制度をはじめ、更な
る工夫が必要である。

・中心市街地商店街の歩行者通行量について
は、交通権の視点だけでなく、都市構造、産業
構造、人口構造など幅広く分析する必要がある。

◆評価書はこちら ◆評価結果はこちら

http://kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/sogotoc/jigo_hyouka/h27/self/self_tiiki_9.pdf
http://kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/sogotoc/jigo_hyouka/h27/kekka/kekka_tiiki_9_m.pdf



